そこんトコロ「電気うなぎは自分も感電しないの？」
	疑問「電気ウナギは（自分も）感電しないの？」

	■疑問

○資料映像

○自然界の

大迫力な電気ウナギ

○そんな資料映像ある？

（なければイラスト？）

○電気ウナギフリーズ
	ＮＡ　史上最強の発電魚！　電気ウナギ！
　　　（英名・Electriceel:エレクトリック・イール）
その名の通り体から強力な電気を発する事で有名…

ＮＡ　電力はなんと最大８００ボルト！

たまに川を渡る人間や馬が

　　　電気ウナギを踏みつけ感電する事故が起きるほど！

ＮＡ　中には心臓麻痺を起こした例もあるという…
ＮＡ　そんなスゲー電力の電気ウナギ…って？
ＮＡ：（疑問）「何故電気うなぎは、自分も感電しないの？」


	（スタジオ）
	※※※※※※※答えを予想※※※※※※※



スタジオ展開

	電気うなぎとは…？

	○資料映像
○自然界の

大迫力な電気ウナギ

○そんな資料映像ある？

（なければイラスト？）
	ＮＡ　デンキウナギ とは、アマゾン川流域を中心とした

主に南米北部に生息する、大きなものでは、

体長１．８ｍにも及ぶ大型の淡水魚…

ＮＡ　何と言っても、

その特徴と言えば、体から発する強力電気！

ＮＡ　そんな非常に危険な電気ウナギだが、

電気ウナギ自身は感電することはないのだろうか？

　　　この痺れる疑問に立ち上がったのはこの二人！



	■オープニング（アンジャッシュ調査員）

	■アンジャッシュ登場
　（熱血系の芝居で…）

○芦ノ湖畔

良い感じのロケーションで

○走り去り広い画で
	渡部「確かに電気ウナギは電気を発するのは良いけど、

　　　水中だったら、電気が流れて自分も感電するよね？」
児島「（芝居じみて）オレもう嫌だ…

　　　こんな危ない疑問ばっか取材させられるの…」

渡部「何言ってんだよ！」
児嶋「（芝居じみて）どうせ今回だって、どの位の電力が

あるか計ってみましょうとか言って、俺が水槽に手を突っ込んだりするんだろ…　もう嫌だ！！」

渡部「（スロー殴り演技）バカヤロー！！
　　　疑問と危険があったら立ち向かうのが

俺達のレポートじゃないのかよ！
児嶋「（頬を押さえ、目が覚めましたの表情）」

渡部「電気ウナギの水槽に手を突っ込めるのは、
東さんでもモンキッキーさんでも矢部でもないよ。
児嶋、お前しかいないだろ！！」
児嶋「…俺が間違ってた。俺、突っ込むよ！

　　　電気ウナギの水槽に、この手を突っ込むよぉぉぉ！」
渡部「児嶋！　よ～し！　電気ウナギの所まで競争だ！！」
ＮＡ　アンジャの寸劇はさて置き、訪れたのは…


	■水族館へ　～　そもそも電気うなぎって電気をどうやって出している？

	○水族館

（館内に突入するアンジャ）
（生き物に驚きながら回る）
○電気ウナギの水槽前
○担当者登場
○電気ウナギの

メカニズム説明

○捕食の瞬間を見てみよう

電気ウナギメイン→ＥＮＧ

食われるドジョウ→小峰カメ

アンジャ　　　　→藤野カメ

○改めて

電気ウナギの水槽前

メイン　　　　　→ＥＮＧ

児嶋オンリー　　→藤野カメ
	ＮＡ　やってきたのは、箱根園水族館。
ＮＡ　ここには、世界中の魚や海の生き物が展示され、

電気うなぎも見る事の出来る水族館。

（※アンジャ→電気ウナギを発見）
児嶋「いたな！　電気ウナギ！！　お前の全てを
　　　この俺が調べてやる！！！　いいか覚悟しとけ…」
ＮＡ　そこへ、この水族館の飼育を担当している方が…
担当「どうしました？」

児嶋「電気ウナギの水槽に手を突っ込ませて下さい！」
担当「…？」

渡部「唐突過ぎて、伝わらねぇよ！（ツッコミ）
　　　スミマセン、急に変な事言って、実は番組で
今回、我々電気ウナギに関する疑問を

調査しに来たのですが…」

児嶋「なので、電気ウナギの水槽に、是非とも私の手を

手を突っ込ませて下さい！」

渡部「そこばっかり、あせんじゃねぇよ！（ツッコミ）

そもそも電気ウナギって、

どんな時に電気を出しているんですか？」

担当「（簡単に説明）
　　　目が悪いので、常に微弱な電気を放電しています。
　　　それが餌を取る時や、外敵から身を守る時などに

　　　かなり強力な電気を発します」
（電気ウナギ・発電メカニズムＶＴＲ）
ＮＡ　生物は運動をする時、
神経から筋肉に信号が送られる。

ＮＡ　その際に、わずかな電流が流れている。
　

ＮＡ　その電流を発する部分を発電板と言う。
ＮＡ　電気ウナギは、

その「発電板」がスゲー発達しているのだ！

ＮＡ　この発電板が、数千枚も重なった
発電器官があるため、大きな電圧を
生む事が出来るのです。

ＮＡ　ちなみに発電器官は、

頭がプラス極、尾がマイナス極になっている。
ＮＡ　最高電圧８００ボルト、電流１Ａにも達する

強力な電気を発生させる事が出来る。

　　　（※家庭の電圧１００ボルト）

担当「（答える）主に餌を取る時ですね。

　電気で小魚を感電させて捕食します。

ご覧になってみますか？」

ＮＡ　そこで、実際にみせてもらった。

　　　餌は、電気ウナギの大好物、どじょう。

（どじょうの実験を見せてもらう）

　　　（結構、すばやい動きにビックリ！）

　　　（派手にリアクション）
渡部「なるほど～。かなり強力なんですね！」
担当「はい、以前ですけど電気ナマズの水槽の水に

　　　触ってしまった事があったんですが…

　　　かなり痺れました。」
児嶋「…」

渡部「そうですか、ちょっと８００ボルトの電流って

イメージしずらいから、ウチの児嶋が

水槽に手を突っ込みたいって言ってるんですよ」
担当「かなり、危険が伴うんで…」

児嶋「（小声）…いや、無理なら別に」
渡部「（無理やり）お願いします！　児島の情熱を

　　　分かってやって下さい。疑問解決の為に、水槽に

　　　手を突っ込ませてやって下さい」

児嶋「…いや無理ならねぇ」

渡部「お願いします！　児島を男にしてやって下さい！」

担当「分かりました。

本来は、絶対に協力できないお話ですが、

児嶋さんの思いがそれ程ならば、やってみましょう」
ＮＡ　児嶋の熱意が、担当さんの心を動かし
　　　遂に、壮大なプロジェクトが幕を開ける



	■プロジェクトタイトル

	○資料映像
○タイトルベース

（渡部１Ｓ数パターン）
（児嶋１Ｓ数パターン）

頑張る児嶋　→ＥＮＧ

渡部＆担当　→小峰カメ

水槽前　　　→藤野カメ

○テスター登場

（初めから使いたかった…）
	ＮＡ　本題の疑問

電気ウナギ自身は感電する事はないのだろうか？

とはちょっとズレテはいるが、

アンジャッシュ・児嶋の情熱デンジャー！
ＮＡ　身体を張って疑問を解決！

電気ウナギの水槽に手を突っ込むぜ！

（以下、身体を張ってレポート）

（児嶋さん、宜しくお願いします）

ＮＡ　児嶋の情熱プロジェクトが全て終わった所で

　　　電圧計で電力を測ってみる。


	■ここで本題　「なんで感電しないの？」

	○また水槽前　３Ｓ
　児嶋さんは疲れきって…

○説明イラスト数枚
○電気ウナギ

○水槽前続き…
	渡部「で、ここで本題なんですけど、

　　　そんなに強い電流を水中で流して

　　　電気ウナギ自身は感電してないんですか？」
担当「実は少し感電しているんですが、

脂肪が多い分、それが絶縁体になっているので、

感電死はしないんです」
渡部「マジですか？」
ＮＡ　電気ウナギの体は多くの脂肪組織で

　　　包まれていて、それが電気を通さない

　　　絶縁体の役割を果たしているのだ！

ＮＡ　そのため、わずかに感電はしても

　　「感電死」するまでには至らないのだ！
ＮＡ　ということで、答えは

　　　電気ウナギは脂肪のお陰で、感電死はしない！

でした！！

児島「ってことは、脂ののった電気ウナギは

普通のウナギより旨いって事ですか？」
渡部「おお、新たな情熱デンジャーですか？」
児嶋「いやいや、違います」

担当「食べた事ないので分からないです」




	■電気ウナギの電気で大実験！

	○水槽前　２Ｓ
	渡部「答えは出たんですが、児嶋さんが燃えてるんで

このまま帰るわけには行きません！」

児嶋「…どういう事ですか？」
渡部「児嶋さんも、電気ウナギさんと触れ合って

その力の凄さが分かったでしょ！

そこで、電気ウナギの電気で限界に挑戦！！」
ＮＡ　ここで電気ウナギの電気は

どれほどパワーがあるのか？　大実験！



	■電気ウナギはスゴいパワーを秘めている…？

	○詳しい教授にインタビュー

○教授　１Ｓ

○実験図　イラスト

○特殊電極棒ＩＮＳ
	ＮＡ　電気に詳しい教授に聞いてみたところ
　　　電気ウナギはスゴいパワーを秘めているかも

知れない事がわかった…

教授「（想定）人や馬が心臓麻痺を起こすと言う事は

最低○○ボルト位の電力があると思われます。

それだけの電力が、もし安定して出されているなら

新たなエネルギーに変わりえるかも知れません」
ＮＡ　どうすれば？

教授「水中放電の場合はやはり電力が落ちますので

　　　頭がプラスでお尻がマイナスなら、そこに直接、
電極をつないで試してみるのが良いと思います」

ＮＡ　てな訳で、こんな実験を行う事に…
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渡部「ね！　コレが成功して、家電でも使えたら

世紀のエネルギー源になるかもしれない！

じゃあ、電気ウナギさんから、電気貰って来て！

（むき出しのコードを渡す）」

児嶋「これじゃ電気ウナギを直接触っちゃうんじゃない？」
渡部「その方が、強い電力を受けられますモンね！」

担当「…う～ん。もしかすると心臓止まっちゃうかも…」

児嶋「ダメダメ！　心臓止まっちゃったら、

放送出来ないでしょ。お願いホントに謝るから！」
ＮＡ　電気ウナギに直接触るのは本当に危険らしいので

　　　電極の付いた長い棒で、電気ウナギにそっと触れて

　　　電気を分けて貰う。



	■実験開始！

	○水槽前　２Ｓ

○エプロン

（通販のプレゼンター風）

○システムＩＮＳ
○バックヤードへ
渡部＆電化製品　→ＥＮＧ

児嶋＆担当さん　→小峰カメ

水槽前　　　　　→藤野カメ

○テレビＩＮＳ

○扇風機ＩＮＳ

○豆電球ＩＮＳ

○水槽前　２Ｓ

○電気ウナギ
	渡部

児嶋「♪じゃっぱねトコロ。じゃぱねっトコロ！

　　　夢のジャパネット・トコロ！」

渡部「みなさん！　もし電気代がタダになったら

夢のようではありませんか？」

児島「そんなの夢のまた夢ですよ！」

渡部「いやいや、その夢も遠くないかもしれません！

今日、皆さんにご紹介するのは、コチラ！

電気ウナギの『エレ吉くん』。彼が、家電を

動かしてくれたら、凄い事だと思いませんか？」

児島「それは、ご家庭でも大助かり！

　　　是非、一家に一匹、飼いたいですね！！」

渡部「早速、試してみましょう！」
ＮＡ　まずは『エレ吉くん』の力で、テレビに挑んでみる…

　　　（渡部：バックヤードで電化製品をセット）

　　　（児嶋：水槽上で、電極棒２本をウナギのつける）

ＮＡ　果たして、電化製品は動くのか？

①まずはテレビ！

　　　②続いて扇風機！

　　　③最後は豆電球！

渡部「と言う事で『エレ吉くん』の電力は、

このような結果になりました」

児島「是非、一家に一匹いかがですか？
　　　急な停電の時、ほんのり明るくなりますよ！」
ＮＡ　実は、電気ウナギの電気は、強力では有る物の
　　　発電時間はわずか１０００分の１秒くらいの

短い時間なので、安定はしないのだ。あしからず…



	■ちなみに、この水族館で他にもすげーのがいるのよ

	○アロアナ水槽前

児嶋そばメイン　→ＥＮＧ

水槽前アロアナ　→小峰カメ

水槽前渡部　　　→藤野カメ
	渡部「ちなみにこの水族館って他に面白い捕食する

　　　生き物っているんですか？」

担当「アロアナの捕食なんて、結構迫力ありますけど」

渡部「では、ウチの児嶋が、挑ませて頂きます」
児嶋「…危険なの？」
　　（アロアナに餌をあげてみる…リアクションに期待）

　　（アロアナの捕食について説明受ける）


	■スタジオへ

	○資料映像
	ＮＡ　今回の電気ウナギ、アロアナの様に

　　　スゲー捕食の技を持つ動物を

　　　この後、スタジオで紹介します！！
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